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スキンシップ 
 
凶悪事件を起こす青少年や､きれる子供達は､乳

幼児期に抱かれる事が少なかった子供たちである

ことが追跡調査で解ってきています。 
大抵の動物は赤ちゃんが生まれると長い時間を

かけて赤ちゃんをなめますが､人間を始めとして､霊

長類はなめることはしません。その代わり､抱擁をし

ます。 
分娩によって生まれ出た新生児

は、肉体的にも精神的にも一種の

パニック状態に陥っていると考えら

れています。 
安全に満ちた子宮内の環境を取

り戻すために、生まれてしばらくの

間、母親にしっかり抱かれなければ

ならない時期があります。この０歳

から１歳半までの『しっかり抱いての

時期』にひとりだけ十分抱かれるよ

うに最低一年間は次の子を出産しないように､また、

原則的にはひとりずつ生まれるようになっています。 
生まれた子供が､子宮の中の保護された状態から

開かれた､支持のない状態に放り出されたとき、それ

を抱きとって子宮の中にいたときと同じような状態で

母親が保護し､快い状態に保ってやる。それがずっ

と持続されると、生まれた子供は､自分の体全体で､

生まれ出た自分に完全な保護と快さと安心感を与

えてくれる人がいるということが刷り込まれるそうです。

そうすると、人間を基本的に信頼することができて、

人間の中にいて安心できるようになります。ここで培

われた人間に対する信頼感､安心感が､成長してか

ら社会の中へスムーズに入っていくことが出来ると

言われています。 
冒頭に示したように､抱かれることが足りなかった

子供達は､人生の根っ子の部分が出来ていないの

で､学校に行くようになってからどんなに幹や枝葉を

立派にしようと知識を教え込んでも､ちょっと強い風

が吹くと､すぐに倒れてしまうのです。 
では､赤ちゃんのときに十分抱かれなかった子供

は取り返しがつかないのでしょうか。エリクソンと言う

人は､人間は年齢に応じて､獲得すべき成長課題が

決まっていて、年齢が低いほど重要な発達課題を

抱えていますが､その時期を過ぎてからでもやり直

しが出来るといっています。 
私は､やり直しは大変な労力と時間がかかる

ので、幼児期の子育てには手を抜かず､一生懸命

かかわるべきだと思っています。 

しかし、どんな人もどこかに何らかの育て残しがあ

るものと思っています。その中でも、生活のスタイル

が変わって車での移動が多くなったこともあってお

母さんにおんぶやだっこされることが少なくなって、

スキンシップの足りない子供が沢山いると思ってい

ます。したがって、スキンシップを意図的に行うこと

による育て直しの必要な人も沢山いると思います。 
最近､眼球や､視神経に異常がないのに､心の問

題が原因となって視力が低下したり、視野が狭くな

ったりする心因性視力障害の子供が増えているそう

です。 
学校が好きで､友達にも恵まれ､

特に問題のない子に多く見られる

そうです。 
心の葛藤を抱える子供達がそ

の時期をつつがなくやり過ごす

『良い子』達の心の叫びなのでしょ

うか。 
『だっこ点眼方』というのがある

そうですが、これにより心因性視力

障害の１／３が治っているとのこと

です。 
その方法は、「毎晩子供を抱っこした状態で母親

が目薬を点眼してあげ､点眼後５分間は目をつぶら

せ、母親は子供をゆったりと抱きしめながら､母子の

会話をする。会話を通じて大人の智恵と知識を子供

に伝える時間とする。そして、毎日『どんなことがあっ

てもお母さんはあなたの味方だよ』と言って母の無

償の愛を子供に伝え､子供に苦しみに耐える力をつ

ける方法です。 
『目薬は１滴で十分です』とあるように､薬の効果よ

り、抱かれて伝わる母親のぬくもりが大きく働いてい

ると思います。抱っこしながらするお話は、生まれた

ときのこと､赤ちゃんのときのこと等、話しが尽きたら

子守唄でも歌ってあげてくださいとのことです。こう

すれば､どんなに強がりでおりこうさんを演じている

良い子でも､５分間は､無条件に甘えることが出来、

至福の時を過ごせます。  
私は、心に問題を抱えている子供の対処が分か

らなくて困った時は、いつも『困った時のスキンシッ

プ』と言ってスキンシップを沢山することから始めま

す。そこからコミュニケーションが生まれ、手掛かりを

つかめることがあります。しかしなんといってもスキン

シップが持つ成長を促す力が大きいと思っていま

す。 


